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インフォメーションインフォメーション
〈岡谷市文化会館〉

TEL 24-1300 FAX24-1412

11月24日（日） 午後2時開演
第７回 緑と湖のまち音楽祭
武井武雄の世界を歌おう2013

　2014年は、岡谷市出身の童画家、武井武雄の生誕
120周年。それを祝って行われる記念行事の口火を切
って、まずはプレイベントをお届けします。
　昭和13年に発刊された武井の銅版絵本『地上の祭』。
この大作に添えられている12編の詩を楽曲にし、総勢
200名の市民合唱団が声高らかに歌うオリジナルの演
奏会（初演）です。お楽しみください。

　結成20年、世界20か国、400都市で多くの人々を魅
了してきたDRUM TAO。昨年から、ファッションデザ
イナー「コシノジュンコ」とのタッグで、舞台にモード
とエンターテイメントを融合し、新たな境地を開拓。
　輝きを増し続ける彼らのパフォーマンスに、ご期待く
ださい。

【主催】 　　　　 　　　　 　（（公財）おかや文化振興事業団）
【助成】 独立行政法人 日本芸術文化振興会 
【時間】 午後1時３０分開場  2時開演　　【会場】 大ホール 
【曲目】 武井武雄作詩・糀場富美子作曲
　　    混声合唱組曲『地上の祭』全12曲（委嘱初演） ほか
【チケット】 全席自由　一般1,000円・小中高生500円

10月22日（火） 午後7時開演

【主催】 　　　　　　　　　　（（公財）おかや文化振興事業団）
【時間】 午後6時30分開場  午後7時開演
【会場】 大ホール
【チケット】 全席指定　一般5,500円・小中高生2,000円

DRUM TAO 火ノ鳥 ～祝祭～

広
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発売中

Ⓒ DRUM TAO

銅版絵本『地上の祭』より「空想」
（画像提供：イルフ童画館）

指揮：佐々木憲二
ピアノ：山岸茂人
合唱：「地上の祭」合唱団 ほか

世
界
観
客
動
員
６
０
０
万
人
に
迫
る
！

人
々
を
歓
喜
の
渦
に
包
ん
だ
驚
異
の

ド
ラ
ム
・
ア
ー
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「地上の祭」
　演奏会 発売中

（公財）おかや文化振興事業団発足記念事業

BLOSSOM STREET
ブロッサムストリート 無料コンサート
　イギリス王室のチャールズ皇太子の還
暦祝いに出演したプロ合唱団の6名が、懐かしい洋楽のヒッ
ト曲をステキなアカペラで披露します！

【プログラム】ビートルズ／カーペンターズ／マイケル・ジャ
クソン／クイーン／ルイ・アームストロング など
日時…10月12日（土） 午後1時30分開演（午後1時開場）
場所…カノラホール小ホール
入場無料　※入場整理券が必要です

問合せ●国際交流センター ☎２4ｰ3226
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諏訪市大手2-17-12フィットネスクラブA1内
http://worldtiryouin.com

営業時間：午前9時～午後6時（月曜～金曜）
※土曜・日曜・祝日は休業

医療保険でマッサージができるのをご存知ですか？

医療保険が使えるので、ごくわずかなご負担です。

ワールド治療院 諏訪店 ☎54-1216

ご自宅や老人ホームまで出張してマッサージをいたします。
保険証の内容により、ご負担は数百円程度です。

療保険険が使え険

訪 問マッサージマッサージ

株式会社井口

あなたのご負担は
数百円程度！

マッサージ師は
全員

国家資格保持者！

安否確認として
ご家族からも
ご支持！

心のケアとしても
最適！

◎医療保険適用外マッサージも承ります。

訪問介護員2級以上の資格取得者がマッサージ師と同行いたします。
※医師の同意書が必要です。

お気軽にお問い合わせください

　

上
浜
公
民
館
は
、
市
内

で
最
も
新
し
い
公
民
館
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
で
、
ホ
ー
ル
の

音
響
も
良
好
…
そ
ん
な
今

ど
き
の
施
設
に
し
て
、
な
ん

と
３
体
の
仏
像
を
所
蔵
し
、

２
０
０
年
以
上
前
か
ら
伝

わ
る
念
仏
講
も
引
き
継
い
で

い
る
と
い
う
。
新
し
き
を
訪

ね
て
古
き
を
知
る
？
か
、

…
木
喰
仏
が
福
々
し
い
微

笑
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　

中
村
満
徳
区
長
、
上
浜
の
歴
史
を
探
る
会
の
小
口
圭
一

会
長
、
同
会
役
員
で
も
あ
る
武
田
吉
清
前
区
長
と
と
も
に

外
へ
。
目
の
前
の
児
童
公
園
に
か

つ
て
は
行
屋
が
、
現
駐
車
場
に
前

公
民
館
が
、
近
所
に
は
、
江
戸
時

代
末
に
座
繰
式
の
糸
と
り
機
を
岡

谷
に
も
た
ら
し
、
製
糸
業
発
展
の

基
礎
を
築
い
た
清
水
久
左
衛
門
さ

ん
の
家
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
う
か

が
い
、
区
長
に
送
ら
れ
て
出
発
。

　

市
役
所
方
向
へ
進
む
と
、
天

神
さ
ま
こ
と
浜
天
満
宮
が
左

前
方
に
。
立
派
な
鳥
居
に
は

「
明
治
35
年
、
菅
公
（
菅
原
道

真
）千
年
紀
」と
あ
る
。
木
立
に

守
ら
れ
た
境
内
に
は
、
横
一
列

に
古
い
石
碑
も
並
ん
で
い
る
。

　

和
菓
子
屋
さ
ん
の
晴
山
堂
で

は
、
店
主
の
永
井
さ
ん
に
店
の

沿
革
な
ど
を
質
問
。
お
や
つ
を

調
達
す
れ
ば
、
気
分
は
プ
チ

旅
！
…
買
い
も
の
や
食
事
の
オ

プ
シ
ョ
ン
が
組
め
る
の
も
、
中
心

市
街
地
の
散
歩
な
ら
で
は
だ
。

　

中
央
通
り
を
渡
っ
た
先
に

は
、
長
塚
墓
地
が
あ
る
。
古
い

石
塔
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
一
方
で
、

ど
こ
と
な
く
モ
ダ
ン
な
印
象
も
。
ぽ
つ

ん
と
あ
る
台
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
土

葬
の
時
代
に
棺
桶
を

安
置
し
た
の
で
は
」
と

新
旧
が
重
な
り
響
き
合
う
ま
ち
な
か

15 

上
浜
区
の
巻

幹
線
道
路
を
周
遊

平成21年８月竣工の公民館をバックに、
左から小口さん、中村区長、武田さん 木喰作「薬師如来坐像」

❶

玄関上に前公民館から継承
の中村岳陵筆のプレート

❸

天神さまの森。鳥居と石段
を中心に狛犬、灯籠、石垣、
道路がシンメトリーの配置

庚申講、廿三夜、御岳ほかの
山岳信仰、蠶玉（こだま）さま
などの碑が整列している

建物も味わい深い菓子店＆茶寮「晴山堂」

創業は88年ほど前、と店主の永井さん
長塚墓地

❷

一方通行の道は大きくカーブして

❹
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上
浜
公
民
館 

☎
２
２ｰ

７
７
０
３

小
口
さ
ん
。
…
仰
天
！

　
晴
山
堂
の
あ
る
交
差
点
へ
引

き
返
し
左
折
。
か
つ
て
、こ
の
右

側
に「
中
央
の
湯
」と
い
う
銭
湯

が
あ
り
、
高
い
煙
突
が
、
地
域

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
と
か
。

ア
ピ
タ
岡
谷
店
の
場
所
に
、
倉

庫
群
が
建
ち
並
び
、
一
帯
の
景

観
の
大
部
分
を
、
大
小
の
繭
倉

庫
と
製
糸
工
場
が
占
め
て
い
た

の
も
今
は
昔
、
時
代
を
経
て
、

ま
ち
な
み
の
記
憶
は
徐
々
に
上

書
き
さ
れ
て
い
く
。
し
ば
し
ば

洪
水
を
引
き
起
こ
し
た
塚
間
川

も
、
改
修
を
経
て
、
現
在
は
八

重
桜
の
名
所
に
変
わ
っ
た
。

　
田
中
線
は
、
製

糸
業
の
発
展
に
よ

り
大
正
時
代
に
開

か
れ
た
道
路
。
時

代
は
飛
ぶ
が
、一
昨

年
、や
っ
と
歩
道
整

備
が
終
わ
り
、
通

学
路
も
安
全
に
。

沿
道
の
建
物
の
多
く
が
新
改
築
さ
れ
、
風

景
が
明
る
く
美
し
く
な
っ
た
。
祠ほ
こ
ら

の
あ
る

小
さ
な
遊
園
地
は
、

そ
の
名
も
「
大
清

水
」。
湧
水
は
涸か

れ

て
し
ま
っ
た
が
、
住
民
が
心
を
寄
せ

る
場
所
と
し
て
保
た
れ
て
い
る
。

　
交
番
が
あ
っ
た
交
差
点
か
ら
公
民

館
方
面
に
。
道
沿
い
に
は
、お
な
じ
み

の
は
ん
こ
屋
さ

ん
、
天
然
堂
が

あ
る
。
な
ん
と

創
業
は
大
正
２

年
、
中
央
通
り

か
ら
上
浜
に
引
っ
越
し
て
き
て
、

40
数
年
が
経
つ
と
の
こ
と
。
職
人

さ
ん
の
丁
寧
な
仕
事
が
、
長
年
の

支
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
道
を
は
さ
ん
で
、
手
前
に
石

の
祠
、向
こ
う
に
道
祖
神
が
あ
る
。

石
の
祠
は
「
津
島
様
」（
？
）
と
い

わ
れ
て
い
る
。
道
祖
神
の
仲
睦
ま

じ
い
男
女
の
神
さ
ま
に
い
や
さ
れ

て
…
終
了
。

かつては諏訪倉庫の繭保管用３階建て
倉庫が16棟あった

文化5年の刻字のある
石の祠

塚間川と大川が合流

天然堂。親切な対応がうれしい

おしゃれな道案内発見

権現さまともいわれる「大清水」

文字は判読困難だが
かなり古いもののよう

景観もよくなって安全安心（田中線）

❼

（
取
材
／
８
月
30
日
）

徒
歩
所
要
時
間 

45
分

塚間川に沿って桜並木が続く

春
と
も
な
る
と
…

D2、笠原書店のあたり。
昔、大きな製糸工場が…

❺

❻
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こ
う
ず
ら 

こ
う
ず
ら 

ほ
う
ず
ら 

ほ
う
ず
ら 

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　
「
ご
み
減
量
へ
ま
っ
た
な
し
！
」
の
記

事
は
内
容
も
わ
か
り
や
す
く
、
す
ぐ
実

践
で
き
そ
う
で
す
。
わ
が
家
も「
食
べ
残

し
を
な
く
す
」、「
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

す
る
」、「
生
ご
み
の
水
切
り
を
実
行
す

る
」
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

ま
す
。　
　
　

Ａ
・
Ｋ
さ
ん（
川
岸
上
）

　

わ
が
家
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
分
別
で
、
今
ま
で
可
燃
ご
み

が
収
集
日
に
２
袋
出
し
て
い
た
も
の
が
、

１
袋
に
も
満
た
な
く
な
り
ま
し
た
。
結

果
か
ら
考
え
れ
ば
半
分
以
下
と
な
る
は

ず
。
し
か
し
岡
谷
市
全
体
で
は
半
分
近

く
に
も
な
ら
ず
残
念
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
も
っ
と
自
覚
を
も
っ
て
分
別
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。　
Ｈ
・
Ｈ
さ
ん（
湊
）

▼
家
庭
ご
み
の
有
料
化
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
分
別
回
収
…
ご
み
減
量

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
稼
働
す
る
、
諏
訪

湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
量
か

ら
算
定
し
た「
ご
み
減
量
目
標
」達
成
に

向
け
、
よ
り一層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
み
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
す
。

生
活
の
な
か
で
資
源
を
分
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、〝
も
っ
た
い
な
い
〞の
精
神
の

も
と
、一人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量
を
心
が

け
れ
ば
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

次
の
世
代
に
良
い
環
境
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
、一緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　

い
つ
も
ハ
ガ
キ
を
出
し
そ
び
れ
て
い

た
の
で
、
今
回
が
初
投
稿
で
す
!! 

こ
れ

か
ら
も
出
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
、
楽
し
い
ク
イ
ズ
を
お
願
い
し
ま

す
。　

    
Ｙ
・
Ｕ
さ
ん（
長
地
権
現
町
）

▼
初
投
稿
大
歓
迎
で
す
♪　
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
は
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
く
頭
の

体
操
と
し
て
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
作
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
市
へ
の
ご
意
見
を
添
え
て
、
答
え

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
ハ
ガ
キ
は
、

編
集
す
る
わ
た
し
た
ち
の
励
み
に
な
り

ま
す
。

こえ
９
月
の

ハ
ガ
キ
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

❖❖❖❖❖❖ 市政モニター通信33 ❖❖❖❖❖❖
《 10月担当市政モニター   城倉 英子さんより 》

　最近、イルフ童画館からの情報発信が多いと感じ、
活気あるようすが新聞や広報などから伝わってきます。
　これまで気になっていながら、なかなか足を運ぶ機会
がなかったのですが、「日本童画大賞」に友人が入賞し
たのをきっかけに、今年初めて入館しました。
　武井武雄の作品は、西堀区公会所で野菜が相撲を

取っている絵を見たことがあるくらいでしたが、今回、童画や版画、
造本芸術の世界に直接触れ、「百聞は一見にしかず」…自分の想像と
は大違いで目からウロコでした。楽しくユニーク、またお洒落で新しい
感覚の作品に心がわくわくしました。子どものための童画ですが、大
人のわたしたちにも、なつかしい憧れの世界を思い起こさせてくれます。
　岡谷出身の素晴らしい芸術家を誇りに思い、未来の子どもたちに夢
を与える童画館が岡谷にあることは、とても意義があると思います。
　イベントも盛りだくさんで、気軽に参加できるものもたくさんありま
す。市内の小・中・高校生は無料ですので、ご家族で鑑賞するのも楽
しいと思います。１人でも多くの方がイルフ童画館を訪れ、郷土が誇る
武井武雄の作品を鑑賞して欲しいと思います。

近い将来に起こるとい
われる「東海地震」「東
南海地震」「東海・東
南海・南海地震の連動」
の揺れってどのくらい？

日時…10月27日（日）
　午前10時～正午：アピタ岡谷店
　午後1時30分～３時30分：フォレストモール岡谷
内容…地震体験車で揺れを体験・地震に対
する知識と行動の学習
多くのみなさんの参加をお待ちしています。

問合せ●岡谷消防署 ☎２２-０１１９

地震の恐ろしさを体験しよう！


